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領  綱 

一 

私
逹󠄁
は
明󠄁
德
を
明󠄁
ら
か
に
し
ま
す 

一 

私
逹󠄁
は
國
家
の
鎭
護
と
な
り
ま
す 

一 

私
逹󠄁
は
大
和
世
界
を
建󠄁
設
し
ま
す 

第 15 號 

月󠄁 1 回 發 行 

ひの心を繼ぐ會 

〒799-1336 

住󠄁所󠄁:愛媛󠄁縣西條市

上市甲 720-1 

 

 

聖󠄁
人
は
此
日
本
神
道󠄁
の
神
理
に
則
つ
て
易
を
作
つ
て
陰
陽
五
行
の
理
を
表
し
示
し
た
の
で
あ

る
。 

 

「
天
、
一
を
以
て
水
を
生
じ
、
而
し
て
地
六
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

地
、
二
を
以
て
火
を
生
じ
、
而
し
て
天
七
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

天
、
三
を
以
て
木
を
生
じ
、
而
し
て
地
八
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

地
、
四
を
以
て
金
を
生
じ
、
而
し
て
天
九
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

天
、
五
を
以
て
土
を
生
じ
、
而
し
て
地
十
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。
」 

 

卽
ち
、
水
は
天
の
陽
氣
（
一
）
に
よ
つ
て
發
生
し
て
、
地
の
陰
氣
（
六
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
し
、
火
は

地
の
陰
氣
（
二
）
に
よ
つ
て
發
生
し
て
、
天
の
陽
氣
（
七
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
す
る
。
木
は
天
の
陽
氣

（
三
）
に
よ
つ
て
發
生
し
、
地
の
陽
氣
（八
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
し
、
金
は
地
の
陰
氣
（
四
）
に
よ
つ
て
發

生
し
、
天
の
陽
氣
（
九
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
す
る
。
土
用
は
土
の
氣
の
盛󠄁
ん
な
時
で
、
立
春
立
夏
立

秋
立
冬󠄀
の
前󠄁
十
八
日
間
を
言
ふ
。 

 

五
行
に
相
性
相
剋
あ
り
と
し
、
相
性
は
、
木
生
火
、
火
生
土
、
土
生
金
、
金
生
水
、
水
生
木
。

相
剋
は
木
剋
土
、
土
剋
水
、
水
剋
火
、
火
剋
金
、
金
剋
木
。
と
す
る
。
が
相
剋
を
善
く
用
ゐ
る

こ
と
が
大
事
で
、
相
生
相
剋
あ
つ
て
天
地
は
統
一
さ
れ
一
大
活
動
が
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
、
禍

を
轉
じ
て
福
と
す
る
の
が
易
で
あ
る
。
物
理
學
に
も
對
生
成󠄁
、
對
消󠄁
滅
が
あ
る
の
は
當
然
で
あ

る
。 

 

五
行
は
迷󠄁
信
で
は
な
い
。
古
事
記
を
眞
に
讀
ん
で
そ
の
神
言
を
悟
る
者
は
、
そ
こ
か
ら
生
じ

た
神
理
に
よ
る
河
圖
の
五
行
、
洛
書
の
洪
範
九
疇
に
無
限
の
眞
理
を
汲
む
で
あ
ら
う
。
五
行
の

配
列
を
一
部
あ
げ
る
と
。 

（
圖
省
略
） 

 

河
圖
は
四
隅
を
見
ざ
る
よ
り
圓
と
云
ひ
、
女
の
體
・
心
と
す
る
。
靜
的󠄁
な
る
も
の
時
閒
的󠄁
な

る
も
の
靈
魂
的󠄁
な
る
も
の
と
す
。
八
卦
の
源
で
あ
る
。 

 

河
圖
に
お
い
て
は
、
「
汝
は
右
よ
り
廻
り
逢󠄁
へ
」
は
西
か
ら
北
、
陰
の
四
は
陽
の
一
を
と
つ
て
五

と
な
り
、
「
吾
は
左
よ
り
廻
り
逢󠄁
は
な
」
は
東
よ
り
南
、
陽
の
三
が
陰
の
二
を
と
つ
て
五
と
な
つ

て
中
央
に
逢󠄁
っ
て
美
斗
の
麻󠄁
具󠄁
波
比
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

  

 

          

 

神
道󠄁
（五
）   

（大
和
世
界
の
建󠄁
設
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

竹
葉 

秀
雄 

古
事
記 

 

北
と
一

は
じ
め 

 

 

美
斗
能
麻󠄁
具󠄁
波
比 

 
 
―

河
圖
・
洛
書―

 

 

 

數
は
本
來
千
萬
億
兆
阿
僧
衹
劫
と
無
限
で
あ
る
が
、
そ
の
本
源
は
十
數
に
止
ま
り
、
（
日
本
古

來
の
、
ヒ
フ
ミ
ヨ
イ
ム
ナ
ヤ
コ
ト
、
の
ト
は
止
ま
る
の
で
あ
る
。
）
そ
の
十
數
中
、
一
よ
り
五
ま
で
が

純
數
で
あ
り
、
基
本
數
で
あ
る
。
北
に
始
め
て
一
（
陽
）
を
生
じ
、
南
直
ち
に
相
應
じ
て
二
（
陰
）
を

發
し
（
電
・
磁
氣
の
極
の
生
ず
る
を
も
つ
て
明󠄁
か
な
り
）
北
に
生
じ
た
る
一
の
陽
の
冬󠄀
至
水
を
生

じ
、
左
旋
し
て
東
に
三
陽
と
伸
び
て
春
と
な
り
木
を
生
じ
て
、
南
に
發
し
た
る
二
の
陰
の
夏
至
火

を
生
じ
そ
こ
か
ら
右
旋
し
て
西
に
四
陰
を
起󠄁
し
て
秋
と
な
り
金
を
生
じ
、
三
と
二
、
四
と
一
、
美

斗
の
麻󠄁
具󠄁
波
比
し
て
中
央
に
五
土
用
中
和
の
氣
を
正
し
て
、
四
正
を
明󠄁
か
に
す
る
。
こ
の
純
數
、

基
本
數
の
五
は
、
古
事
記
の
「
別
天
つ
神
五
柱󠄁
」
の
玄
妙
な
る
作
用
と
理
法
で
あ
る
。
五
の
數
の
妙

理
は
後
に
述󠄁
べ
る
も
、
手
足
の
指
の
各
五
本
及󠄁
び
五
體
・
五
常
・
五
行
な
ど
に
つ
い
て
考
へ
ら
れ
た

し
。 

 

次󠄁
に
、
北
の
一
、
中
の
五
と
合
し
て
六
を
生
じ
て
、
北
に
一
と
六
と
の
奇
偶
、
陰
陽
相
協
ひ
、
南

の
二
、
中
の
五
と
合
し
て
七
を
生
じ
て
、
南
に
二
と
七
と
の
奇
偶
、
陰
陽
相
協
ひ
、
東
の
三
、
中
の

五
と
合
し
て
八
を
生
じ
て
、
東
に
三
と
八
と
の
奇
偶
、
陰
陽
相
協
ひ
、
西
の
四
、
中
の
五
と
合
し

て
九
を
生
じ
て
、
西
に
四
と
九
と
の
奇
偶
、
陰
陽
相
協
ひ
、
中
の
五
、
五
と
合
し
て
、
中
に
五
と
十

と
の
奇
偶
、
陰
陽
相
協
ひ
て
數
の
配
置
を
完
了
し
、
天
地
の
こ
と
終󠄁
っ
て
終󠄁
ら
ず
又
始
ま
る
故
に

十
を
復
圓
の
一
と
す
る
の
で
あ
る
。 

 

聖󠄁
人
は
此
日
本
神
道󠄁
の
神
理
に
則
つ
て
易
を
作
つ
て
陰
陽
五
行
の
理
を
表
し
示
し
た
の
で
あ

る
。 

 

「
天
、
一
を
以
て
水
を
生
じ
、
而
し
て
地
六
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

地
、
二
を
以
て
火
を
生
じ
、
而
し
て
天
七
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

天
、
三
を
以
て
木
を
生
じ
、
而
し
て
地
八
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

地
、
四
を
以
て
金
を
生
じ
、
而
し
て
天
九
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

天
、
五
を
以
て
土
を
生
じ
、
而
し
て
地
十
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。
」 

 

卽
ち
、
水
は
天
の
陽
氣
（
一
）
に
よ
つ
て
發
生
し
て
、
地
の
陰
氣
（
六
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
し
、
火
は
地

の
陰
氣
（
二
）
に
よ
つ
て
發
生
し
て
、
天
の
陽
氣
（
七
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
す
る
。
木
は
天
の
陽
氣
（
三
）

に
よ
つ
て
發
生
し
、
地
の
陽
氣
（
八
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
し
、
金
は
地
の
陰
氣
（
四
）
に
よ
つ
て
發
生
し
、

天
の
陽
氣
（
九
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
す
る
。
土
用
は
土
の
氣
の
盛󠄁
ん
な
時
で
、
立
春
立
夏
立
秋
立
冬󠄀
の

前󠄁
十
八
日
閒
を
言
ふ
。 

 

五
行
に
相
性
相
剋
あ
り
と
し
、
相
性
は
、
木
生
火
、
火
生
土
、
土
生
金
、
金
生
水
、
水
生
木
。

相
剋
は
木
剋
土
、
土
剋
水
、
水
剋
火
、
火
剋
金
、
金
剋
木
。
と
す
る
。
が
相
剋
を
善
く
用
ゐ
る
こ

と
が
大
事
で
、
相
生
相
剋
あ
つ
て
天
地
は
統
一
さ
れ
一
大
活
動
が
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
、
禍
を
轉

じ
て
福
と
す
る
の
が
易
で
あ
る
。
物
理
學
に
も
對
生
成󠄁
、
對
消󠄁
滅
が
あ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。 

 

五
行
は
迷󠄁
信
で
は
な
い
。
古
事
記
を
眞
に
讀
ん
で
そ
の
神
言
を
悟
る
者
は
、
そ
こ
か
ら
生

じ
た
神
理
に
よ
る
河
圖
の
五
行
、
洛
書
の
洪
範
九
疇
に
無
限
の
眞
理
を
汲
む
で
あ
ら
う
。
五

行
の
排
列
を
一
部
あ
げ
る
と
。（
圖
省
略
） 

 

河
圖
は
四
隅
を
見
ざ
る
よ
り
圓
と
云
ひ
、
女
の
體
・
心
と
す
る
。
靜
的󠄁
な
る
も
の
時
閒
的󠄁

な
る
も
の
靈
魂
的󠄁
な
る
も
の
と
す
。
八
卦
の
源
で
あ
る
。 

 

河
圖
に
お
い
て
は
、「
汝
は
右
よ
り
廻
り
逢󠄁
へ
」
は
西
か
ら
北
、
陰
の
四
は
陽
の
一
を
と
つ

て
五
と
な
り
、「
吾
は
左
よ
り
廻
り
逢󠄁
は
な
」
は
東
よ
り
南
、
陽
の
三
が
陰
の
二
を
と
つ
て
五

と
な
つ
て
中
央
に
逢󠄁
っ
て
美
斗
の
麻󠄁
具󠄁
波
比
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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河
圖
は
四
隅
を
見
ざ
る
よ
り
圓
と
云
ひ
、
女
の
體
・
心
と
す
る
。
靜
的󠄁
な
る
も
の
時
間
的󠄁
な

る
も
の
靈
魂
的󠄁
な
る
も
の
と
す
。
八
卦
の
源
で
あ
る
。 

 

河
圖
に
お
い
て
は
、
「
汝
は
右
よ
り
廻
り
逢󠄁
へ
」
は
西
か
ら
北
、
陰
の
四
は
陽
の
一
を
と
つ
て
五

と
な
り
、
「
吾
は
左
よ
り
廻
り
逢󠄁
は
な
」
は
東
よ
り
南
、
陽
の
三
が
陰
の
二
を
と
つ
て
五
と
な
つ

て
中
央
に
逢󠄁
っ
て
美
斗
の
麻󠄁
具󠄁
波
比
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

                        

第
一
章 

農
の
哲
學
的󠄁
考
察 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

菅
原 

兵
治 

～
第
三
節 

農
本
生
活 

第
三
項 

農
本
的󠄁
自
覺
～ 

 

呂
氏
春
秋
の
一
節 

 

「
古
先
聖󠄁
王
の
そ
の
民
を
導󠄁
く
所󠄁
以
の
も
の
、
ま
づ
農
を
務
む
。
民
の
農
な
る
は
、
た
だ
地
の

利
を
爲
す
の
み
に
あ
ら
ず
、
そ
の
志
を
貴
ぶ
な
り
。
民
農
な
れ
ば
則
ち
樸
、
樸
な
れ
ば
則
ち
用

ひ
易
く
、
用
ひ
易
け
れ
ば
則
ち
邊
境
安
く
主󠄁
位
尊󠄁
し
。
民
農
な
れ
ば
則
ち
重
く
、
重
け
れ
ば
則

ち
私
義
少
く
、
私
義
少
け
れ
ば
則
ち
公󠄁
法
立
ち
力
專
一
な
り
。
民
農
な
れ
ば
則
ち
そ
の
產
復

す
。
そ
の
產
復
す
れ
ば
則
ち
徙
る
を
重
ん
ず
。
徙
る
を
重
ん
ず
れ
ば
則
ち
そ
の
處
に
死
し
て
二

慮
な
し
、
民
本
（
農
）
を
舍
て
ゝ
末
（
商
工
）
を
事
と
す
れ
ば
、
則
ち
令
か
ら
ず
。
令
か
ら
ず
ん
ば

則
ち
以
て
守
る
べ
か
ら
ず
。
以
て
戰
む
べ
か
ら
ず
。
民
本
を
舍
て
ゝ
末
を
事
と
す
れ
ば
、
則
ち
そ

の
產
約
な
り
。
そ
の
產
約
な
れ
ば
則
ち
遷󠄁
徙
を
輕
ん
ず
。
遷󠄁
徙
を
輕
ん
ず
れ
ば
則
ち
國
家
に

患
あ
り
、
皆
遠󠄁
志
あ
り
て
居
心
あ
る
な
し
。
民
本
を
舍
て
ゝ
末
を
事
と
す
れ
ば
則
ち
智
を
好
む
。

智
を
好
め
ば
則
ち
詐
多
し
。
詐
多
け
れ
ば
則
ち
法
令
に
巧
に
し
て
是
を
以
て
非
と
爲
し
、
非
を

以
て
是
と
爲
す
。
后
稷
曰
く
、
耕
織
を
務
む
る
所󠄁
以
の
も
の
は
以
て
敎
を
本
と
す
る
が
爲
な

り
。
」 

勸
農
詞 

「
風
流
を
た
の
し
む
花󠄁
園
な
ら
で
、
後
の
畑
前󠄁
の
田
の
作
物
に
志
ざ
し
、
自
ら
鍬
を
把
り
て
耕
や

し
、
先
祖
の
賜
と
、
命
の
親
に
懇
を
盡
し
、
吉
野
の
櫻
、
更󠄁
科
の
月󠄁
よ
り
も
、
己
が
業
こ
そ
た
の

し
け
れ
。
朝󠄁
夕
心
を
留
め
て
打
む
か
ふ
奈
種
の
花󠄁
は
、
井
出
の
山
吹
よ
り
も
好
ま
し
く
、
麥
の

穗
の
色
は
、
牡
丹
芍󠄁
藥
よ
り
も
、
腹
ご
た
へあ
り
と
覺
ゆ
。
朝󠄁
顏
よ
り
夕
顏
こ
そ
よ
け
れ
。
萩
桔

梗󠄀
よ
り
も
、
芋
牛
蒡
に
味
あ
り
。
渾
べ
て
花󠄁
紅
よ
り
栗
柿
は
寶
の
木
な
り
。
稻
の
穗
竝
の
賑
は

し
く
藁
の
前󠄁
よ
り
腹
滿
つ
る
心
地
し
て
、
粟
穗
に
馴
る
ゝ
鶉
、
野
邊
の
蟲
の
音󠄁
聞
く
が
面
白
く
、

遠󠄁
き
名
所󠄁
舊
蹟
よ
り
、
近󠄁
き
田
圃
の
見
廻
り
が
飽󠄁
か
ず
、
松󠄁
島
鹽
釜󠄀
の
美
景
よ
り
、
飯
釜󠄀
の
下

が
肝
要󠄁
な
り
。
上
作
の
名
劍
よ
り
、
鍬
鎌󠄁
は
調󠄁
法
な
り
。
書
晝
の
掛
物
よ
り
掛
け
て
見
る
作
物

の
肥
を
油
斷
せ
ず
、
投
入
れ
立
花󠄁
の
工
よ
り
、
茄
子
大
角
豆
の
正
風
な
る
が
見
處
多
く
、
茶
の

湯
蹴
鞠
の
遊󠄁
よ
り
、
澁
茶
を
飮
ん
で
の
昔
話
こ
そ
を
か
し
け
れ
。
玉
の
臺
よ
り
茅
葺
の
家
居
が

心
易
く
、
高
き
に
居
ら
ね
ば
落
る
あ
ぶ
な
げ
な
く
、
迷󠄁
は
ね
ば
悟
ら
ず
、
念
佛
の
か
は
り
に
業

を
怠
ら
ず
、
實
義
を
盡
す
は
神
詣
で
に
比
し
、
仁
者
に
習󠄁
ふ
て
山
に
木
を
植
ゑ
、
知
者
の
心
を
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汲
み
て
田
の
水
加
減
を
專
に
し
、
珍
肴
鮮
肉
の
料
理
よ
り
、
錢
い
ら
ず
の
雜
炊
が
後
腹
病
め
る

氣
遣󠄁
な
し
。
總
て
世
の
中
は
、
飛
鳥
の
川
の
流
れ
、
き
の
ふ
の
淵
は
今
日
の
瀨
と
な
る
が
如
し
。

唐󠄁
の
威
陽
宮
、
萬
里
の
長
城
も
終󠄁
に
は
亡󠄁
び
、
平󠄁
相
國
の
驕
り
も
一
世
の
み
。
鎌󠄁
倉
の
將
軍
も

三
代
を
過󠄁
ぎ
ず
、
北
條
足
利
の
武
威
盡
き
、
纖
田
豐
臣
の
榮
も
終󠄁
に
一
代
な
り
。
時
過󠄁
ぎ
世

替
れ
ば
誠󠄁
に
夢
の
如
し
。
世
に
稀
な
る
珍
味
も
舌
の
上
に
あ
る
う
ち
、
伽
羅
蘭
麝
の
薰
り
も
か

ぐ
う
ち
の
み
。
樂
は
苦
の
基
、
財
寶
は
後
世
の
障
り
、
遊󠄁
興
は
し
ば
し
の
夢
、
他
の
富
め
る
も
羨

ま
ず
、
身
の
貧󠄁
き
も
歎
か
ず
、
唯
愼
む
べ
き
は
貪
欲
、
恐󠄁
る
べ
き
は
奢
な
り
。
抑
も
田
地
は
萬
物

の
根
元
に
て
國
家
の
至
寶
な
れ
ば
、
父󠄁
母
の
如
く
敬
ひ
、
主󠄁
君
の
如
く
尊󠄁
み
、
妻
子
の
如
く
育

し
み
、
寸
地
を
も
捨󠄁
て
ず
、
何
處
に
て
も
鍬
先
の
天
下
泰
平󠄁
、
五
穀
成󠄁
就
を
願
ふ
よ
り
外
更󠄁
に

な
し
。
（小
林
一
茶
）」 

と
。
こ
れ
を
道󠄁
德
的󠄁
戒
律
命
令
と
見
れ
ば
成󠄁
る
程󠄁
窮
屈
に
な
ら
う
。
然
し
之
は
も
つ
と
和
か
な

藝
術󠄁
的󠄁
比
喩
で
あ
る
。
俳
人
一
茶
の
詩
情󠄁
に
よ
つ
て
詠
ひ
出
さ
れ
た
農
本
生
活
へ
の
行
進󠄁
曲
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

以
上
縷
々
述󠄁
べ
て
來
た
が
、
之
等
に
よ
つ
て
農
本
思
想
、
農
本
生
活
の
根
本
義
が
奈
邊
に
あ

る
か
が
大
體
な
が
ら
把
握
し
得
ら
れ
る
こ
と
ゝ
思
ふ
。 

              

萬
葉
集
觀
賞
① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

夏
南 

 

今
月󠄁
よ
り
萬
葉
集
に
關
し
て
の
文󠄁
章
を
少
し
づ
つ
書
い
て
行
き
た
い
と
思
ふ
。
本
號
で
は
ま

ず
初
め
に
萬
葉
集
の
槪
略
に
つ
い
て
確
認󠄁
す
る
。 

萬
葉
集
と
い
ふ
題
名
の
意󠄁
味
で
あ
る
が
、
大
き
く
分󠄁
け
て
「
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
を
集
め
た
」
と

い
う
意󠄁
味
と
「
萬
世
に
傳
は
る
べ
き
歌
集
」
と
の
二
つ
の
解
釋
が
あ
る
。
萬
葉
の
「
葉
」
を
「
言
葉
」

と
見
る
か
、
「
世
」
と
見
る
か
の
差
で
あ
る
。
有
名
な
先
哲
に
於
て
は
、
賀
茂
眞
淵
翁󠄁
は
「
言
葉
」

と
言
ひ
、
鹿
持
雅󠄂
澄
翁󠄁
は
「
世
」
と
言
つ
て
い
る
。
筆
者
と
し
て
は
鹿
持
翁󠄁
の
『
古
義
』
に
從
つ
て

萬
葉
集
を
讀
ん
で
き
た
の
で
、
「萬
世
に
傳
は
る
べ
き
歌
集
」
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

萬
葉
集
は
古
い
時
代
で
は
仁
德
天
皇
樣
か
ら
、
新
し
い
時
代
で
は
淳
仁
天
皇
樣
の
御
代
ま
で

凡
そ
四
百
四
十
年
間
の
歌
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
舒
明󠄁
天
皇
樣
以
前󠄁
三
百
年
の
歌
數
は
少

な
く
、
舒
明󠄁
天
皇
樣
以
後
百
年
餘
り
の
歌
が
中
心
と
な
つ
て
い
る
。
そ
の
百
年
の
中
で
も
時
代

に
區
切
り
が
あ
る
。
初
期󠄁
は
飛
鳥
に
都
が
あ
つ
た
時
代
で
、
素
朴
、
純
粹
な
歌
が
多
い
。
次󠄁
は
藤󠄁

原
の
宮
の
時
代
。
柿
本
人
麻󠄁
呂
や
山
部
赤
人
の
歌
が
有
名
で
あ
る
。
最
後
に
奈
良
朝󠄁
時
代
。
山

上
憶
良
や
大
伴󠄁
家
持
が
代
表
歌
人
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
。 

萬
葉
集
は
「
記
紀
・
萬
葉
」
と
言
は
れ
る
や
う
に
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
と
共
に
我
が
國
の
本

質
を
明󠄁
か
に
す
る
上
で
最
重
要󠄁
の
書
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
何
故
斯
く
ま
で
重
要󠄁

と
さ
れ
て
い
る
の
か
。
鹿
持
翁󠄁
の
『
古
義
』
を
參
考
と
し
な
が
ら
考
へ
た
い
と
思
ふ
。
『
古
義
』
の
總

論
の
內
、
古
學
の
章
冒󠄁
頭
に
は
或
る
人
の
問
ひ
と
し
て
こ
う
記
し
て
あ
る
。
應
神
天
皇
樣
の
時

代
に
、
漢
字
と
共
に
儒
敎
が
傳
來
し
、
そ
の
後
二
百
五
十
年
ば
か
り
を
經
て
佛
敎
が
我
が
國
に

も
廣
ま
つ
た
。
萬
葉
集
の
主󠄁
た
る
時
代
で
あ
る
藤󠄁
原
朝󠄁
や
奈
良
朝󠄁
の
頃
に
は
儒
佛
の
精
神
や
外

來
の
風
習󠄁
は
我
が
國
に
深
く
浸󠄁
潤
し
、
拔
き
が
た
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
時
代
に

は
江
戶
時
代
の
國
學
者
の
如
く
儒
佛
の
精
神
を
銳
く
批
判󠄁
し
、
皇
國
の
尊󠄁
嚴
を
說
く
も
の
も

な
か
つ
た
。
其
れ
に
も
關
は
ら
ず
何
故
こ
の
時
代
の
歌
を
學
ぶ
こ
と
が
國
體
を
學
ん
で
行
く
上

で
大
事
で
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
と
い
つ
た
質
問
で
あ
る
。
萬
葉
集
は
古
代
純
粹
の
精
神
を
傳

へ
た
歌
集
で
あ
る
と
認󠄁
識
し
て
い
る
我
々
と
し
て
は
、
少
し
豫
想
外
に
も
感
ず
る
質
問
で
あ
る

が
、
良
く
考
え
て
み
れ
ば
確
か
に
さ
う
で
あ
る
。
萬
葉
集
の
歌
は
決
し
て
神
代
や
上
代
の
古
代

歌
謠
集
で
は
な
く
、
儒
佛
傳
來
以
後
、
文󠄁
明󠄁
開
化󠄁
以
後
の
歌
を
中
心
と
す
る
歌
集
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
對
し
て
鹿
持
翁󠄁
は
、
先
ほ
ど
の
疑
問
に
一
應
は
同
意󠄁
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ほ
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ど
に
外
來
の
宗
敎
や
風
習󠄁
に
流
さ
れ
た
世
の
中
で
あ
り
な
が
ら
も
、
神
事
と
歌
詞
に
は
神
代

そ
の
ま
ま
の
て
ぶ
り
が
正
し
く
傳
は
り
、
殘
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
却
つ
て
重
要󠄁
で
あ
る
と
說
か
れ

る
。
こ
れ
は
古
事
記
編󠄁
纂
の
主󠄁
旨
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
古
事
記
も
神
代
な
が
ら
の
純

粹
な
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
外
來
思
想
に
汚
染
さ
れ
、
壬
申
の
變
と
い
う
國
內
の

大
亂
を
經
て
編󠄁
纂
さ
れ
た
神
典
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
事
記
も
萬
葉
集
も
迷󠄁
へ
る
時
代
に
自
ら

の
本
質
を
再
認󠄁
識
す
る
自
覺
の
書
と
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
國
體
が
隱
蔽
さ
れ
る

こ
と
著
し
い
現
代
に
こ
そ
記
紀
・
萬
葉
が
必
要󠄁
で
あ
る
こ
と
を
意󠄁
味
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
日

本
純
粹
の
精
神
は
神
事
の
て
ぶ
り
と
歌
詞
の
言
靈
に
よ
り
傳
へら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

理
論
、
敎
條
、
制
度
と
し
て
傳
は
つ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
宗
敎
は
儒
佛
が
常

識
と
な
り
、
政
治
、
制
度
は
シ
ナ
化󠄁
し
て
も
、
純
粹
な
日
本
の
精
神
は
滅
び
る
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
我
々
は
日
本
精
神
を
祭
り
や
歌
を
通󠄁
し
て
體
驗
的󠄁
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

萬
葉
の
歌
ひ
ぶ
り
に
習󠄁
ひ
つ
つ
、
今
に
歌
を
詠
む
必
要󠄁
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
居
宣
長
先
生
が
、
國

學
を
學
ぶ
上
で
歌
を
詠
む
こ
と
を
重
要󠄁
な
修
行
の
內
に
數
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分󠄁
る
。
こ
れ

か
ら
萬
葉
集
を
讀
ん
で
行
く
上
で
、
常
に
自
ら
の
詠
歌
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
味
は
い
た
い
と
思

ふ
。 

            

 

 

 
 
 

と
よ
く
も
農
園
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

美
惠 

 

農
作
業
を
終󠄁
へて
輕
ト
ラ
で
歸
宅
し
て
ゐ
る
と
、
水
を
張
つ
た
田
ん
ぼ
の
上
を
淸
々
し
い
風
が

走
り
、
ほ
て
っ
た
頰
を
優
し
く
冷
ま
し
て
く
れ
ま
す
。
六
月󠄁
は
「
水
無
月󠄁
」
と
言
ひ
ま
す
が
、
こ
れ

は
六
月󠄁
に
な
る
と
皆
が
一
齊
に
田
植
ゑ
を
す
る
た
め
、
あ
ち
こ
ち
で
水
が
無
く
な
る
こ
と
か
ら

つ
い
た
名
だ
さ
う
で
す
。 

 

今
月󠄁
は
ケ
ー
ル
の
畑
の
片
付
け
、
春
野
菜󠄁
畑
の
片
付
け
、
ハ
ウ
ス
建󠄁
設
に
向
け
て
の
準
備
、
里

芋
の
手
入
れ
、
夏
野
菜󠄁
の
收
穫
、
そ
し
て
ネ
ギ
の
準
備
と
手
入
れ
を
行
ひ
ま
し
た
。 

 

ケ
ー
ル
と
春
野
菜󠄁
は
暑
さ
に
や
ら
れ
て
元

氣
が
無
く
な
つ
て
き
て
ゐ
た
た
め
、
マ
ル
チ
を

は
が
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
し
ま
し
た
。
今
ま

で
の
經
驗
か
ら
、
何
事
も
早
め
に
手
を
打
た

な
け
れ
ば
、
片
付
け
が
大
變
に
な
る
こ
と
が

分󠄁
か
つ
て
ゐ
た
の
で
、
直
ぐ
に
手
を
入
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
蔭
で
ス
ム
ー
ズ
に
片
付
け
が
で

き
、
次󠄁
の
野
菜󠄁
を
植
ゑ
る
準
備
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

續
い
て
ハ
ウ
ス
で
す
が
、
今
秋
に
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
定
植
す
る
豫
定
で
す
。
西
條
市
で
は
、

今
年
度
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ハ
ウ
ス
を
建󠄁
て
る
農

家
に
補
助
金
が
出
る
爲
、
そ
れ
に
む
け
て
堆

肥
を
入
れ
た
り
、
注󠄁
文󠄁
す
る
ハ
ウ
ス
の
資󠄁
材

を
確
認󠄁
し
て
見
積
書
を
作
成󠄁
し
た
り
、
資󠄁
材

に
塗
料
を
塗
つ
た
り
し
ま
し
た
。 

 

次󠄁
に
里
芋
で
す
が
、
蛾
の
幼
蟲
が
葉
を
か

じ
り
、
氣
が
付
く
と
何
株
か
や
ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
一
株
一
株
蟲
が
ゐ
な
い
か
間
引
き
し
た
り

草
を
ひ
い
た
り
し
な
が
ら
確
認󠄁
し
ま
し
た
。
里
芋
は
每
日
手
入
れ
を
す
る
必
要󠄁
が
な
い
爲
、
つ

い
お
世
話
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
こ
ま
め
に
見
て
手
入
れ
を
す
る
こ
と
が
重
要󠄁
だ

と
反
省
し
ま
し
た
。 
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そ
し
て
夏
野
菜󠄁
の
手
入
れ
で
す
。
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
、
キ
ユ
ウ
リ
、
オ
ク
ラ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ズ
ツ

キ
ー
ニ
、
シ
ソ
、
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
が
採󠄁
つ
て
も
採󠄁
つ
て
も
生
り
、
每
日
の
收
穫
に
大
忙󠄁

し
で
す
。
今
年
は
去
年
よ
り
肥
料
を
多
く
入
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
收
量
も
多
く
、
そ
の
分󠄁
收
穫

が
大
變
で
す
。
キ
ュ
ウ
リ
は
枝
を
剪
定
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
が
原
因
で
質
の
惡
い
キ
ュ
ウ
リ
が

大
量
に
出
來
て
し
ま
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
こ
で
近󠄁
所󠄁
の
人
に
剪
定
方
法
を
敎
え
て
も
ら
ひ
、
丈󠄁

夫
な
ツ
ル
だ
け
を
殘
す
や
う
に
し
た
こ
と
で
、
無
事
採󠄁
れ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
採󠄁
つ
た
ば

か
り
の
野
菜󠄁
を
畑
で
そ
の
ま
ま
頂
い
た
り
、
數
時
間
後
に
は
机
に
竝
ん
だ
り
す
る
生
活
は
農
家

な
ら
で
は
の
贅
澤
で
、
こ
の
や
う
に
し
て
自
給
自
足
の
割󠄀
合
を
少
し
づ
つ
增
や
し
て
行
き
た
い
と

考
へ
て
ゐ
ま
す
。 

 

最
後
に
ネ
ギ
の
準
備
と
手
入
れ
で
す
。
三
浦
家
の
家
計
の
主󠄁
軸
に
し
よ
う
と
考
へ
て
お
り
、
二

十
日
に
一
回
、
四
千
株
近󠄁
く
の
ネ
ギ
を
定
植
し
て
ゐ
ま
す
。
水
や
り
も
一
仕
事
と
な
る
の
で
、

そ
の
手
間
を
省
け
る
や
う
雨
の
日
の
前󠄁
日
に
急󠄁
い
で
定
植
し
ま
す
。
ま
た
次󠄁
の
ネ
ギ
の
畑
の
準

備
も
同
時
に
行
ひ
ま
す
。
堆
肥
や
肥
料
を
入
れ
て
耕
耘
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
畑
の

乾
き
具󠄁
合
に
よ
つ
て
違󠄂
ひ
、
梅
雨
に
な
る
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
難
し
く
な
つ
て
き
ま
す
。
そ
こ

で
時
間
の
あ
る
時
に
ネ
ギ
の
畑
を
耕
耘
・
畝
立
て
・
マ
ル
チ
張
り
ま
で
し
て
お
き
ま
す
。
今
後
大

規
模
化󠄁
し
て
行
く
予
定
な
の
で
、
他
の
ネ
ギ
農
家
さ
ん
の
畑
も
見
學
豫
定
で
す
。 

 

今
年
は
梅
雨
が
七
月󠄁
に
來
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
た
め
、
來
月󠄁
は
天
氣
豫
報
と
に
ら
め
つ
こ
し

な
が
ら
農
作
業
の
計
畫
を
立
て
る
こ
と
に

な
り
さ
う
で
す
。
想
像
以
上
に
農
業
で

生
計
を
立
て
る
こ
と
が
難
し
く
、
落
ち
着

か
な
い
生
活
が
し
ば
ら
く
續
き
ま
す
が
、

勤
皇
村
形
成󠄁
の
礎
が
し
つ
か
り
と
で
き
る

や
う
、
全󠄁
力
を
投
入
し
て
來
月󠄁
も
農
業

に
勤
し
み
た
い
と
思
ひ
ま
す
。 

      

 
 

 

★
活
動
報
吿 

・
六
月󠄁
四
日
（火
）
勉
强
會
『
農
士
道󠄁
』を
開
催
。 

・
六
月󠄁
十
八
日
（
火
）勉
强
會
『大
學
』を
開
催
。 

 

★
今
後
の
豫よ

定て
い 

・
七
月󠄁
九
日
（火
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

『
農
士
道󠄁
』 

 
 
 

松󠄁
山
市
男
女
共
同
參
畫
推
進󠄁
セ
ン
タ
ー
☆
コ
ム
ズ
三
階
會
議
室
一―

二 

（
住󠄁
所󠄁…

愛
媛󠄁
縣
松󠄁
山
市
三
番
町
六
丁
目
四―

二
〇
） 

 

 
 

・
七
月󠄁
十
四
日
（
日
） 

十
時
～
十
三
時 

 
 
 

第
二
回
定
期󠄁
總
會
・
近󠄁
藤󠄁
美
佐
子
先
生
を
語
る
會 

 

 
 

松󠄁
山
市
・
久
保
豐
二
番
町
ビ
ル
三
階
二
番
町
ホ
ー
ル 

（
住󠄁
所󠄁…

愛
媛󠄁
縣
松󠄁
山
市
二
番
町
三
丁
目
八―

二
一
） 

 

・
七
月󠄁
二
十
三
日
（火
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

『
大
學
』 

 
 
 

松󠄁
山
市
男
女
共
同
參
畫
推
進󠄁
セ
ン
タ
ー
☆
コ
ム
ズ
三
階
會
議
室
一―

二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
住󠄁
所󠄁…

愛
媛󠄁
縣
松󠄁
山
市
三
番
町
六
丁
目
四―

二
〇
） 

 ★
一い

っ

燈と
う

照
し
ょ
う

隅ぐ
う 

萬
燈
照
國

ば
ん
と
う
し
ょ
う
こ
く 

 
 

ひ
の
心
を
繼
ぐ
會
は
竹
葉
秀
雄
・
近󠄁
藤󠄁
美
佐
子
兩
先
生
の
精
神
を
繼
承
し
、
發
展
さ

せ
る
こ
と
を
目
的󠄁
と
し
て
生
ま
れ
た
會
で
す
。
一
人
の
「
ひ
」
の
精
神
が
周
圍

し
ゅ
う

い

の
人
々
の

心
に
「
ひ
」
を
燈と

も

し
、
や
が
て
そ
れ
が
國
を
照
ら
す
「
ひ
」
に
な
る
こ
と
を
願
ひ
、
活
動
を

行
つ
て
を
り
ま
す
。
皆
樣
に
は
何
卒
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
や
う
、
宜
し
く
お

願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
會
費 

・一
般
會
員 

三
千
圓 

・贊
助
會
員 

一
萬
圓 

・特
別
贊
助
會
員 

三
萬
圓 

・支
援
會
員 
一
萬
圓 


